
東洋国際文化アカデミ― 学則 

 

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，日本語に関する実践的かつ高度の専門教育を行

い，もって人類の福祉及び国際社会に貢献し得る人材を育成することを目的とする。 

 

（名称） 

第２条 本校は，東洋国際文化アカデミ―という。 

 

（位置） 

第３条 本校は，宮城県仙台市青葉区宮町一丁目４番１８号に置く。 

 

 

第２章 課程及び学科，修業年限，定員並びに休業日等 

 

（課程及び学科，修業年限，定員等） 

第４条 本校の課程，学科及び修業年限並びに定員等は，次のとおりとする 

 

 

（学年及び学期） 

第５条 本校の学年は，4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終わる。 

２ 学期は，各学科により以下の通りとする。 

 

 日本語科 2年コース 

    （１年目） 

  １学期  ４月１日から６月３０日まで 

    ２学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ３学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ４学期  １月１日から３月３１日まで 

課程名 学科名 昼夜の別 修業年限 入学定員 総定員 備考 

文化教養 

課程 

日本語科２年コース 昼間部 2 年 40人（2学級） 80 名 入学時期 4 月 

日本語科１年９カ月コース 昼間部 1 年 9 カ月 40人（2学級） 80 名 入学時期 7 月 

日本語科１年６カ月コース 昼間部 1 年 6 カ月 40人（2学級） 80 名 入学時期 10月 

日本語科１年３カ月コース 昼間部 1 年 3 カ月 20人（1学級） 40 名 入学時期 1 月 



    （２年目） 

  １学期  ４月１日から６月３０日まで 

    ２学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ３学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ４学期  １月１日から３月３１日まで 

 

    日本語科１年９カ月コース 

 （１年目） 

 １学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ２学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ３学期  １月１日から３月３１日まで 

（２年目） 

  １学期  ４月１日から６月３０日まで 

    ２学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ３学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ４学期  １月１日から３月３１日まで 

 

日本語科１年６カ月コース 

 （１年目） 

 １学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ２学期  １月１日から３月３１日まで 

（２年目） 

  １学期  ４月１日から６月３０日まで 

    ２学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ３学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ４学期  １月１日から３月３１日まで 

 

日本語科１年３カ月コース 

 （１年目） 

 １学期  １月１日から３月３１日まで 

（２年目） 

  １学期  ４月１日から６月３０日まで 

    ２学期  7月 1日から９月３０日まで 

    ３学期  １０月１日から１２月３１日まで 

    ４学期  １月１日から３月３１日まで 

 

 

 



（休業日） 

第６条 本校の休業日は，次のとおりとする。 

 （１）日曜日 

 （２）土曜日 

 （３）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 （４）開校記念日 １１月１９日 

 （５）ゴールデンウィーク休業（期間は「行事予定表」に記載） 

 （６）夏休み（期間は「行事予定表」に記載） 

 （７）期末休業（期間は「行事予定表」に記載） 

 （８）その他学校が定める休業日 

２ 教育上必要でありかつやむを得ない事情があると校長が認めるときは，前項の規定に 

かかわらず，休業日に授業を行うことができる。 

３ 非常災害その他緊迫の事情があると校長が認めるときは，臨時に授業を行わないことができる。 

 

 

第３章 教育課程，授業時数及び成績評価等 

 

（教育課程） 

第７条 本校の教育課程及び授業時間数は，別表１のとおりとする。 

２ 前項に定める授業時数の１単位時間は４５分とする。 

卒業までに履修する授業日数，授業時数はコースにより以下の通りとする。 

日本語科 2年コースは総授業日数４００日とし，総授業時数１６００時間とする。 

日本語科 1年 9カ月コースは総授業日数３５０日とし，総授業時数１４００時間とする。 

日本語科 1年 6か月コースは総授業日数３００日とし，総授業時数１２００時間とする。 

日本語科 1年 3か月コースは総授業日数２５０日とし，総授業時数１０００時間とする。 

 

（成績評価） 

第８条 授業科目の成績評価に関する事項は別に定める教務規定により実施する。 

 

（始業時間及び終業時間） 

第９条 本校の始業及び終業の時刻は，次のとおりとする。 

 

昼間部午前クラス 9時から 12時 30分 

昼間部午後クラス 13時 30分から 17時 

各クラス講義時間 

 午前 9:00~9:45，9:55~10:40，10:50~11:35，11:45~12：30 

  午後 13:30~14:15，14:25~15:10，15:20~16:05，16:15~17：00 

 



（教職員） 

第１０条 本校に次の教職員を置く。 

 （１）校長 1人 

 （２）副校長 1人 

 （３）教員 3人以上，かつ，留学生の定員 20人につき１人以上の教員を配置する。 

うち，2人以上，かつ，留学生の定員 40人につき１人以上の教員を専任とする。 

ただし，平成 34年度 9月末日までは，定員 60人につき１人以上の教員を専任とする。 

 （４）事務職員 1人以上 

 （５）生活指導担当者 1人以上 

 （６）進路指導担当者 1人以上 

（７）学校医 1人以上 

２ 校長は，校務をつかさどり，所属職員を監督する。 

 

 

第４章 入学，休学，退学，卒業及び賞罰 

 

（入学資格） 

第１１条 本校の入学資格は次のとおりとする 

  （１）高等学校若しくはこれに準ずる学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

  （２）学校教育法第９０条第一項に規定する通常の課程による１２年の学校教育を 

修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了 

した者を含む） 

  （３）外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに 

準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

  （４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した 

在外教育施設の当該課程を修了した者 

  （５）文部科学大臣の指定した者 

  （６）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業認定試験に合格した者 

（旧規定による大学入学資格規定に合格した者を含む） 

  （７）修業年限が 3年以上の専修学校の高等課程を修了した者 

  （８）本校において，高等学校を卒業した者と同等の学力があると認めた者で 18歳に 

     達した者 

 

（入学許可） 

第１２条 入学を希望する者には，選考を行い校長がこれを許可する。 

 

 

（出願手続） 



第１３条 入学を希望する者は，指定期日までに入学願書及び必要書類に第２２条に定める入学検定料

を添えて願い出なければならない。 

 

（入学手続） 

第１４条 本校に入学を許可された者は，指定期日までに必要書類に第２２条に定める納付金を添えて

手続をとらなければならない。 

２ 前項に定める手続きが所定の期日までに行われないときは，入学の許可を取り消すことがある。 

 

（転入学） 

第１５条 本校への転学を希望する者がある場合は，学習の進展が同程度であり，かつ，やむを得ない

事情があると認めたときは，選考の上許可することがある。 

 

（休学） 

第１６条 生徒が病気その他やむを得ない理由によって，５日以上出席することができないときは，所

定の書類にその理由を明記し，医師の診断書等を添えて願い出て，校長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の生徒が復学しようとするときは，所定の書類にその理由を明記し，医師の診断書等を添え願

い出て，校長の許可を受けなければならない。 

 

（出席停止） 

第１７条 生徒が伝染病にかかり又はそのおそれがあるとき，その他必要があると認められるときは，

校長は当該生徒に対し出席停止を命ずることがある。 

 

（退学） 

第１８条 退学しようとする者は，所定の書類にその理由を明記し，願い出て，校長の許可を受けなけ

ればならない。 

 

（修了・卒業の認定） 

第１９条 第８条に定める授業科目の成績評価に基づいて，校長は課程修了の認定を行う。 

２ 所定の修業年限以上在学し，所定の全課程を修了したと認めた者には，卒業証書を授与する。 

 

（褒賞） 

第２０条 校長は，成績優秀かつ他の模範となる者に対して，褒賞を与えることができる。 

 

（懲戒） 

第２１条 生徒が，本校の規則に反し，又は本校の生徒の本分に反する行為があり，教育上必要と認め

られる場合には，懲戒を加えることができる。 

２ 懲戒のうち，訓告及び懲戒退学は，校長が行うものとする。 

 



３ 訓告は，次の各号の一に該当する者にこれを行うものとし，褒賞資格抹消処分，及び上級校への推

薦不可処分，退寮処分等を行うことがある。 

 （１）性行不良と認められる者 

 （２）学力劣等と認められる者 

 （３）正当な理由がなくて出席常でない者 

 （４）学納金の滞納が認められる者 

 （５）その他訓告に値すると認められる者 

４ 懲戒退学は，次の各号の一に該当する者にこれを行うものとし、懲戒退学処分を受けた者に学園か

らの証明書またはこれに準ずるものを発行しないものとする。 

 （１）正当な理由がなくて出席常でない者 

 （２）学校の秩序を乱し，その他生徒としての本分に反した者 

 （３）第２３条に該当する者 

 （４）所在不明者 

 （５）逮捕、立件等があり日本国の法律に違反した者 

 （６）学園に退学の意思を明らかにせず、入国管理局に在留資格変更許可申請をした者 

 （７）その他懲戒退学に値すると認められる者 

 

第５章 入学金及び授業料等 

 

（納付金） 

第２２条 本校の検定料，入学金及び授業料は別表２のとおりとする。 

２ 生徒は，在籍中，出席の有無にかかわらず授業料を所定の期日までに納入しなければならない。 

３ 生徒が休学したときは，前項の規定にかかわらず，別に定めるところにより授業料を免除すること

がある。 

 

（滞納） 

第２３条 正当な理由なくかつ所定の手続きを行わずに，授業料及びその他納付金を２カ月以上滞納し，

その後においても納入の見込みのない者には，校長は退学を命じることができる。 

 

（納付金の返還） 

第２４条 第１８条により退学を許可され，期日までに退学手続きを行った者，及び本国日本大使館にて査証

発給を拒否された者，本人事由にて入学を辞退した者に学納金及び寮費の一部を返還する。 

（１） 入学金等を納付後，本国日本大使館にて査証発給を拒否された者で，速やかに学園に報告があり，期

日までに返金手続きを行った者には選考料，保険料、銀行振込み手数料を除いた納付金を返還する。 

（２） 入学金等を納付後，本国日本大使館にて査証発給を拒否された者で，学園に報告がなかった者，及び

報告が著しく遅れた者，期日までに返金手続きを行わなかった者には選考料，保険料、銀行振込み手

数料のほか，返金手続きが終了した月の当該学期分までの学費，教育充実費，施設費等を除いた納付

金を返還する。 



（３） 入学金等を納付後，コース開始前に本人事由にて入学を辞退した者には，選考料，入学金，保険料、

銀行振込み手数料を除いた納付金を返還する。 

（４） 入学金等を納付後，コース開始後に本人事由にて入学を辞退した者には，選考料，入学金，保険料、

銀行振込み手数料のほか，返金手続きが終了した月の当該学期分までの学費，教育充実費，施設費等

を除いた納付金を返還する。 

（５） 学園事由を除き，入学が遅延した場合，遅延分の学納金，及び寮費は一切返還しない。 

（６） 在校生は第５条第２項に定める各学期の始期より前に退学届を提出し校長により受理され，第２４条

第１項第９号の実行をもって返還手続きを行う。 

（７） 在校生の返還は授業料，教育充実費，施設費，寮費とし，それ以外は返還しない。新入生の寮費に関

しては入学時入寮期間を６カ月と定めているため，入寮から６カ月以内に退寮した場合，当該期間の

寮費は返還しない。以後，３カ月毎を計算期間とし，当該期間の始期より前に退寮手続きが完了した

場合，当該期間以降分を返還する。 

（８） 納付金の返還は日割計算をしない。 

（９） 帰国後，帰国を確認できるパスポートの日付のページ及び効力を失った在留カードをメールにて確認

後，外国送金で返還する。日本国内にとどまる場合は，ビザの申請手続を確認後，本人の指定する銀

行口座に返還する。振込手数料は本人負担とする。 

（１０） 平成３０年４月より前に入学した者は従来の規定による。 

 

                                       （以下余白） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６章 附帯事業 

 

（附帯事業） 

第２９条 本校の附帯事業は次のとおりとする。 

 

コース名 修業期間 授業時間 

日本語短期コース 1週 平日 5日 9：00～12：30又は 

     13：30～17：00 

1カ月 平日 5日×4週 

 9：00～12：30又は 

     13：30～17：00 

3カ月 平日 5日×4週×3カ月 

 9：00～12：30又は 

     13：30～17：00 

6カ月 平日 5日×4週×6カ月 

 9：00～12：30又は 

     13：30～17：00 

プライベート日本語コース １週間～（週１回～） 9：00～19：00のうち 1時限～4時限 

日本語教師研修 1回～ 9：00～19：00のうち 1時限～ 

日本語能力試験直前対策講座 1回～ 9：00～19：00のうち 1日 1時限～ 

企業向け外国人日本語研修 １回～ 9：00～19：00のうち 1日 60分～ 

中国語講座 1回～ 9：00～19：00のうち１時限～ 

日本人のための日本語講座 1回～ 9：00～19：00のうち１時限～ 

体験コース 習字体験コース 120分 9：00～19：00のうち 120分 

浴衣着付け体験コース 120分 9：00～19：00のうち 120分 

生け花体験コース 120分 9：00～19：00のうち 120分 

折り紙体験コース 120分 9：00～19：00のうち 120分 

日本語体験コース 90分 9：00～19：00のうち 90分 

 

翻訳 英語→日本語 

日本語→英語 

中国語→日本語 

日本語→中国語 

 

通訳 国内 

海外 

 

 



（附帯事業の入学金，授業料等） 

 

２ 附帯事業の入学金，授業料，料金等は，次のとおりとする。 

 

学科名  入学金 授業料 教育充実費／備考 

日本語短期コース 1週 25,000円 13,500円 1,000 円 

1カ月 25,000 円 45,000 円 4,000 円 

3カ月 25,000 円 135,000 円 10,000 円 

6カ月 25,000 円 270,000 円 20,000 円 

プライベート日本語コー

ス 

１週間～（週

１回～） 

25,000 円  1時限 3,000円 1回 500円 

日本語教師研修コース 1回～ 25,000 円  1時限 3,000円 1回 500円 

日本語能力試験直前対策

講座 

1回～ 25,000 円 1時限 2,000円 1回 500円 

企業向け外国人日本語研

修 

1回～ 25,000 円 60分 5,000円 1回 500円 

中国語講座 1回～ 25,000円 1時限 2,000円 1回 500円 

日本人のための日本語講

座 

1回～ 25,000円 1時限 2,000円 1回 500円 

体験コ

ース 

習字体験コース 120分 無料 2,000～2,800円 授業料は人数による 

浴衣着付け体験

コース 

120分 女性 6,200～7,000円 

男性 9,200～10,000円 

授業料は人数による 

生け花体験コー

ス 

120分 4,200～5,000円 授業料は人数による 

折り紙体験コー

ス 

120分 2,000～2,800円 授業料は人数による 

日本語体験コー

ス 

90分 3,000～4,000円 授業料は人数による 

※各体験コースを除くコース，講座，研修については教材費，及び出張の場合出張交通費は別途とする。 

 

 

翻訳 英語→日本語 原語 1語につき 20円～50円 

日本語→英語  原語 1文字につき 20円～50円 

中国語→日本語 原語 1文字につき 20円～50円 

日本語→中国語 原語 1文字につき 20円～50円 

※料金は分野，専門性による。 

 

 



通訳 国内 3～5時間の場合 5,000～8,000円 

   5～8時間の場合 8,000～12,800円 

   宿泊有りの場合 1泊につき 10,000円 

海外 1日 8時間まで 30,000円～50,000円／泊 

※料金は分野，専門性による。 

※交通費，宿泊費等は別途とする。 

 

 

第７章 雑則 

 

（寄宿舎，健康診断） 

第３０条 本校に寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する事項は，校長が別に定める。 

３ 健康診断は，毎年１回，別に定めるところにより実施する。 

 

（施行細則） 

第３１条 この学則の施行についての細則は，校長が別に定める。 

 

附 則 

この学則は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成２７年１０月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成２８年６月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成３０年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－１ 日本語科 2年コース 
  

教科科目 第１学年 第 2学年 
授業時数 

合計 

初級総合（筆記・聴解） 400    ― 400 

読解 120 240 360 

聴解 80 160 240 

文法 80 160 240 

文字語彙 40 80 120 

対策（漢字） 40 80 120 

作文 40 80 120 

合計 800 800  1600 

 

１－２ 日本語科 1年 9カ月コース 
  

教科科目 第１学年 第 2学年 
授業時数 

合計 

初級総合（筆記・聴解） 400  ― 400 

読解  60 240 300 

聴解  40 160 200 

文法  40 160 200 

文字語彙  20 80 100 

対策（漢字）  20 80 100 

作文  20 80 100 

合計 600 800  1400 

 

  １－３ 日本語科 1年 6カ月コース 
  

教科科目 第１学年 第 2学年 
授業時数 

合計 

初級総合（筆記・聴解） 400   400 

読解   240 240 

聴解   160 160 

文法   160 160 

文字語彙   80 80 

対策（漢字）   80 80 

作文   80 80 

合計 400 800  1200 

別表１（教育課程及び授業時数） 



１－４ 日本語科 1年 3カ月コース 
  

教科科目 第１学年 第 2学年 
授業時数 

合計 

初級総合（筆記・聴解） 200  200 400 

読解   180 180 

聴解   120 120 

文法   120 120 

文字語彙   60 60 

対策（漢字）   60 60 

作文   60 60 

合計 200 800   1000 

 

 

 

 

 

 2年コース 1年 9カ月コース 1年 6カ月コース 1年 3カ月コース 

入学検定料 30,000円※ 

入学金 50,000円 

健康診断料 6,000円 

留学生保険料 26,000円 20,000円 

教材費 40,000円 32,000円 

授業料 1,080,000円 945,000円 810,000円 675,000円 

教育充実費 80,000円 70,000円 60,000円 50,000円 

施設費 48,000円 42,000円 36,000円 30,000円 

                      ※再申請・元研修生は 30,000円加算 

 

 

別表２（納付金） 


